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はじめに 

平成２９年第２回倶知安町定例町議会の開会にあたり、３月定

例会以降における教育行政の主だった事務事業の執行状況及びそ

の概要について報告をさせていただきます。 

 

（学校教育関連） 

１ 平成２９年度の小中学校における学級編制の状況について 

平成２９年４月の学級編制では、 

・倶知安小学校が、４年生と６年生が１学級となり普通学級 

１０学級、特別支援３学級 

・北陽小学校が普通学級６学級、特別支援３学級 

  ・東小学校が普通学級６学級、特別支援２学級 

  ・西小学校が、２年生のみ２学級で普通学級７学級、特別支 

援３学級 

  ・西小学校樺山分校が普通学級３学級、特別支援２学級 

  ・倶知安中学校が普通学級１２学級、特別支援３学級 

となっており、町全体で小学生が８１１名、中学生が３７９名と

なっております。 

 そのうち、倶知安中学校では、第２学年の生徒数が４月１日現

在で１１５名となったことから、町費による臨時教員を配置し、
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４学級で学級編制を行ったところです。 

 

２ 平成２９年度における指導体制について 

今年度の町全体の教職員体制につきましては、学級数に基づく

定数配置に加え、指導方法工夫改善加配６名、通級指導加配３名、

主幹教諭１名などの加配を受け、全小中学校の校長・教頭・一般

教職員等を合わせて１１０名により子どもたちの指導にあたって

いるところです。 

 また、教職員の補助として、樺山分校を除く各小中学校へ、昨

年度に引き続き１２名の学習支援員を配置しているほか、海外か

らの転入生への対応として、緊急派遣通訳を樺山分校に配置し、

子ども達の学校生活に支障のないよう対応しているところであり

ます。 

 

３ 平成２９年度全国学力・学習状況調査について 

今年度の全国学力・学習状況調査は４月１８日に実施され、小

学校６年生、中学校３年生を対象として、国語と算数・数学の２

教科の調査が行われました。 

 調査の結果につきましては、今後、文部科学省が８月下旬頃を

めどに都道府県別の結果をまとめ、その後、道教委が１１月頃を

めどに管内別の結果をまとめる予定となっております。 
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本町におきましては、それぞれの学校で自己採点段階での分析

をもとに課題点を整理し、日々の子どもたちへの指導に生かして

いくよう検討を行っているところです。 

 

４ 学校給食センターについて 

学校給食センターにつきましては、３月２３日に旧センターで

の最後の給食調理を行い、４６年の稼働を終えました。 

また、新センターにおきましては、３月２５日にオープニング

セレモニーを開催し、その後４月７日から各学校への給食の提供

を始めたところです。 

 

(社会教育関連) 

１ 高齢者教育「寿大学」について 

平成２９年度の「寿大学」の開講式を、さる４月２５日公民館

大ホールにおいて開催いたしました。 

 今年度は新入生１１名を新たに迎え、男性２９名、女性６３名

の合計９２名が入学いたしました。 

 

２ 公民館活動事業について 

 平成２８年度の公民館利用者数は３８，４５２名で前年度対

比１０７．７％、使用料収入が３，１７２千円で前年度対比 
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１０１．９％と利用者数、使用料収入とも若干ではありますが

前年を上回りました。 

 また、平成２９年度前期の公民館講座の受付が４月１０日に

始まり昼の講座として「茶道」ほか６講座、夜の講座として「羊

蹄太鼓」ほか２講座に、５月１５日現在で１６７名の参加申し

込みをいただいております。 

 

３ 平成２８年度における社会教育関連施設の利用状況について 

（１）総合体育館について 

  平成２８年度の総合体育館利用者数は、６８，２９４名で、 

 前年度対比１０９．８％、使用料収入が４，３８０千円で、前

年度対比１０６％と、利用者数、使用料収入とも前年を上回り

ました。 

（２）旭ヶ丘スキー場について 

  昨年１２月２３日にオープンいたしました旭ヶ丘スキー場は、 

本年３月５日をもって営業を終了いたしました。 

 今シーズンの利用者数は、延べ人数で大人４１，４０８名、子

ども６１，０５７名の合計１０２，４６５名で前年度対比１００．

９％となっております。 

 尚、使用料につきましては、雪不足の心配もありましたが、前

年度対比１００．５％の２，７９７千円となりました。 
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（３）風土館について 

  平成２８年度の入館者数は５，７７０名で、前年度対比７９．

８％、入館料収入が１８５千円で、前年度対比８３．４％ と、

入館者数、入館料収入とも前年を下回りました。昨年から収蔵

庫の通年公開や常設展示の動線改良による展示スペースの拡大

などを実施しておりますが、引き続き展示の工夫を行いながら

入館者の増を図って参りたいと考えております。 

（４）小川原脩記念美術館について 

  平成２８年度の小川原脩記念美術館の入館者数は、３，９９６ 

 名で、前年度対比９８．２％、入館料収入が１,０７５千円で、

前年度対比９５．９％と、入館者数、入館料収入とも前年度を

若干下回っております。 

昨年度より修復作業を進めて参りました、小川原脩初期の代

表作「納屋」の展示を４月２２日からの展覧会で、修復後はじ

めて公開しました。修復作業により新たに、別な小川原のサイ

ンが発見されたところであり、もしかすると下地に別な絵が隠

されているのではないかといった想像がされるところでありま

す。 

 ぜひ、７月９日までの期間中、一人でも多くの皆様にご覧い

ただければと考えております。 
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むすびに 

以上、第１回定例町議会以降の教育行政の主な事業についてご

報告申し上げましたが、事務事業の詳細につきましては、以下に

掲載しております資料をご参照いただきたいと思います。 

これで教育行政報告を終わります。 

 

 


